
令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

【総務課】 ２事業

1
ケーブルテレビオンラ
イン授業整備事業

4,818 4,818

学校の休校等に伴う、オンライン授業等また、事業所の
封鎖等に伴う、テレワークやテレビ会議等の対応をする
ため超高速ブロードバンド対応の光化を行う。
（執行額内訳）
委託料：４，８１８千円

超高速ブロードバンド対応の光化工事を行うための設
計を行った。

2
コロナ対策に伴うテレ
ワーク環境構築事業

13,750 13,750

職場内での感染拡大防止のため、多様な働き方を実現さ
せるることを目的とした、テレワークができる環境の構
築を行う。
（執行額内訳）
機器購入費用：７，４２５千円
導入構築費　：６，３２５千円

全職員を対象にLGWAN接続系のテレワークシステムを運
用開始した。令和２年３月末時点で延べ170日の実施実
績があり、職場に出る職員数の削減に貢献できた。

【財務経営課】 １事業

3
公共施設における感染
拡大防止対策事業

11,799 10,000
公共施設における感染拡大防止を図るため、「消毒」、
「間仕切」、「換気」、「加湿」、「啓発」等の対策を
行った。

公共施設の利用に起因する感染は発生しなかった。
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

【秘書・総合政策課】 ３事業

4
通学バス臨時運行委託
事業

1,100 1,100
市内高校に通う生徒が利用する通学バスの密を避けるた
めのバス増便事業

密集状態を防ぐことによって、肉体的に感染を防止す
る効果に加え、精神的に安心してもらえる効果があっ
た。
運行期間：R2.6.1～R2.7.3
運行便数：25便　利用者数：342人利用

5
キャッシュレス決済普
及促進事業

7,238 7,236

非接触型キャッシュレス決済を普及促進するためのプレ
ミアムポイント付与事業
プレミアムポイント：20％

使える店舗数が約1.4倍、決済額は約4倍となった。ス
マホ教室の開催等により、高齢者の新規利用者も増加
した。
キャンペーン期間：R3.3.1～R3.3.31
決済額：43,121,089円
ポイント還元額：6,299,823円
総決済回数：25,436回
店舗数：295店→408店

6
路線バス運行継続緊急
支援事業

11,543 11,500
収入が大きく減少した路線バス事業者に対する支援事業
（佐臼ライナー、臼三線、その他民間路線）

高校生が通学用に利用する臼三線など、市内を運行す
る主要な路線を継続することができた。

【防災危機管理課】 １事業

7
新型コロナウイルス感
染症対応備蓄対策事業

94,887 50,729

新型コロナウイルス感染症が拡大している状況下で災害
が発生し避難所を開設する場合を想定した、衛生対策を
徹底するための備蓄用品を購入し感染機会の削減を図
る。

３０年以内に70～80％の確率で発生すると想定される
南海トラフ巨大地震や風水害に備え新型コロナウイル
ス感染症拡大防止対策を講じた避難所運営に必要な資
機材の整備が図られた。
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

【市民課】 ２事業

8
市民ホール新型コロナ
ウイルス感染症対策改
修事業

5,885 5,885

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の一環として、
「新しい生活様式」に基づき、市民ホールにおいてソー
シャルディスタンスを取ることができるための改修(備
品等の購入含む)を行い、市民に対して健康と安全を守
る管理体制の充実を図る。

待合スペースにある椅子の間隔を広げることにより窓
口対応における「3密」を防ぐことが可能となった。

9
公共施設における感染
拡大防止対策事業

5,469 5,420

公共空間となる市庁舎市民ホールに「窓口案内システ
ム」を設置し、そのシステムを活用した待ち人数や待ち
時間の確認を事前にスマホ等で行うことが可能となるこ
とにより施設内における感染機会の削減を図る。

来庁者数や待ち時間の確認を事前にスマホ等で行うこ
とが可能となり住民を待たせない、混雑時には来庁を
控えてもらうなど、新型コロナウイルスの感染拡大を
防ぎ、安心して手続きができるようになった。

【部落差別解消推進・人権啓発課課】 １事業

10
新型コロナウイルス対
策啓発事業

880 880
臼杵庁舎外壁に啓発看板を設置し、広く市民に対する啓
発を行う。

来庁する市民や付近を通行する市民の目に触れたり、
マスコミ取材や市報等で庁舎の画像が出るたびに看板
も写るため、啓発効果が高かった。
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

【保険健康課】 ４事業

11
臼杵市感染症拡大防止
対策事業支援金

20,000 20,000

発熱外来を設置することで医療提供・検査体制を確保
し、医療従事者及び市民が安心して診療を行える体制を
整える。
臼杵市医師会立コスモス病院への支援金として臼杵市医
師会へ20,000千円を交付。

発熱外来の設置により、発熱時の受診体制が確立さ
れ、医療従事者も市民も安心へとつながった。コスモ
ス病院の発熱外来の中心に、市内の医療機関におけ
る、受診の流れが構築され、安心・安全な医療提供、
検査体制が確保された。

12
感染症拡大防止対策事
業

8,128 8,000
感染拡大の防止対策として、社会生活維持のために必要
な施設に対して衛生用品等の必要物品の提供を行う。

各施設に対して、非接触式体温計、サーキュレーター
等を設置。手指消毒液、及び環境消毒液を配布し、日
頃から感染拡大防止対策の取組が図られた。

13
手作りエプロン等制作
事業

154 150

医療機関等で使用する使い捨てエプロンの素材を市が購
入し、その制作を障がい者施設に委託。完成品について
は,市の避難所等での活用のための備蓄とし、必要に応
じて医療機関等への配布も行う。

手作りエプロンについては、約２，５００枚を制作、
うち５００枚を備蓄として、残りはコスモス病院へ提
供。
コロナ禍で依頼も減っている事業所もあり、障がい者
施設にとっても新たな取組みとなり就労支援に繫がっ
た。

14
小児発熱外来・検査環
境整備支援事業

4,150 4,150

小学生以下の小児のPCR検査については、臼杵市医師会
が市内小児科医院に委託し、診療や検査が安全に受けら
れるよう、隣接施設に発熱外来を設置することから、そ
の施設環境整備の支援を行う。
臼杵市医師会へ4,150千円を交付。

小児発熱外来・検査施設が整備されたことで、医療従
事者も市民も安心して診療を行える体制が確立され
た。
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

【子ども子育て課】 ７事業

15
保育施設等感染拡大防
止対策事業支援金

810 810

子どもや職員の健康を守り、感染予防に努めながら開所
し、社会的な役割を果たしている施設に新型コロナウイ
ルス感染症の対策にかかる経費の一部を支援すること
で、事業者の負担軽減を図る。

保育施設等を運営する事業所に対して、30,000円の消
毒薬等衛生用品の購入経費の一部支援を実施し、事業
者の新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る費用の
負担軽減になりました。
●支援金（補助金及び交付金）
30,000円×27施設＝810,000円

16
子育て世帯応援お買物
券交付事業

41,178 40,000

学校の臨時休校や保育園の登園自粛などの影響を受ける
中、頑張っている子育て世帯へ商店街商品券を支給する
ことにより、子育て世帯の生活維持及び地域の消費喚起
へつなげる。
中学生までの子ども１人につき市内商店街・商工会発行
のお買物券（商品券）10,000円分を交付

臼杵市に住民登録されている中学生以下の子どものい
る世帯主に市内２箇所に交換場所を設け、令和２年６
月１５日～令和２年７月３１日（利用有効期間：令和
２年７月１日～令和２年１２月３１日）まで交付を行
いました。
コロナウィルス感染症の影響を受ける中、子育て世帯
の生活維持と地域の消費喚起に寄与することができま
した。
●お買物券（商品券及び発行元事務経費）
・お買物券交付額：39,384,320円（3,902名分、利用
額：38,471,000円）
●事務費
・通知書封入・封緘委託料：1,137,708円
・職員超過勤務手当：655,773円

　　合計41,177,801円

17
臼杵市新生児子育て応
援特別給付金

12,100 12,030

新型コロナウィルス感染が拡大する中、不安を抱えて子
育てをしている家族とその子どもの応援として、国の特
別定額給付金給付基準日翌日である令和２年４月２８日
以降に生まれた子どもを対象に特別定額給付金相当額
（100,000円）の給付金を支給する。

給付金の支給により、コロナウイルス感染症流行の影
響を受ける子育て世帯の経済的な負担の軽減につな
がった。

令和2年4月28日～令和３年3月31日までの出生の内、令
和2年度中に支払い　121人分
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

18
児童福祉施設等従事者
支援事業

21,557 20,000

仕事を休むことが困難な保護者の子どもの受け入れ先と
して、自らの感染リスクや精神的負担がある中、常に感
染対策に留意しながら従事した保育所、認定こども園、
病児・病後児保育施設、放課後児童クラブ、子育て支援
拠点事業所の職員を支援するとともに、市内の消費喚起
のため、市内で使えるお買物券を支給する。
市内対象施設に勤務する職員一人あたり５万円分のお買
物券を支給。

令和２年８月３１日を基準日として、児童福祉施設従
事者に1人当たり５万円を支給し、児童福祉施設等の従
事者支援と合わせて市内消費喚起に寄与することがで
きました。

●お買物券（商品券）
・お買物券交付額：21,050,000円（421名分、利用額：
20,925,500円）

19
高齢者インフルエンザ
予防接種助成事業

5,173 5,173

コロナウイルス感染症拡大の中、インフルエンザとの同
時流行を防ぐため、特に重症化リスクの高い６５歳以上
の高齢者に対し、インフルエンザ予防接種の自己負担額
の追加助成を行った。

インフルエンザ予防接種費用の自己負担分を一人当た
り５００円軽減することで、例年よりも多くの高齢者
が接種を受けたことで、感染による発熱等を予防し、
医療現場の逼迫の抑止にもつながりました。
助成者数：10,347人　5,173,500円
（参考：R1接種者8,796人）

20
保育施設等感染症拡大
防止対策事業

261 250

新型コロナウィルス感染防止のため、市内の保育園・認
定こども園・放課後児童クラブ等、トイレに併設する専
用手洗い場の自動水洗化（非接触型）を促進し、手洗い
時の感染リスクの低減を図る
保育所等のトイレに併設する専用手洗い場の自動水洗化
を希望する市内保育施設等運営事業者に対し、工事費の
２分の1、１０万円を上限とし、補助金を交付する。

保育施設等のトイレに併設する専用手洗場の自動水栓
化を希望する施設に対し、工事費に係る費用を補助す
ることで自動水栓化を促進し、感染リスクの軽減が図
られました。
●自動水栓化工事に対する補助金
・補助金：261,250円（４施設分）

※自動水栓化の補助を申請した施設の内、水洗蛇口が
不足し、７施設が令和３年度中の工事完成予定となっ
ています。
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

21
放課後児童健全育成特
別開所事業

8,811 1,690

小中学校の臨時休業により、午前中の開所を実施する児
童クラブを支援する。
新型コロナウイルス感染症対策臨時休業時特別開所支援
事業等の実施に必要な経費の内、市町村負担分1/3

新型コロナウィルス感染症の影響により、小学校が臨
時休校する中、午前中の特別開所を実施した児童クラ
ブに対し、人件費等、必要な経費を委託料として支給
しました。
●児童クラブへの委託料（8,810,548円）の内、午前中
の特別開所を実施した市内児童クラブにおける委託料
として支給した経費の市負担分を計上しております。
14か所（34日間）5,070,967円／３＝1,690,322円
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

【高齢者支援課】 ３事業

22
臼杵市新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止対
策事業支援金

3,510 3,510
介護事業所等においてマスクや消毒薬等に係る経費の一
部を支援する。
１事業所当たり　３０千円

感染拡大を防止し負担の軽減が図られた。

23
後期高齢者外出応援事
業

15,072 14,900

後期高齢者（75歳以上）へタクシー又はバス券を支給す
ることで、高齢者の身体的活動の維持を図るとともに、
地域公共交通への支援を図る。
タクシー・バス券　3千円／人
需用費、通信運搬費、委託料

後期高齢者の67.1％が申請
後期高齢者の免許保有率３０％の状況を踏まえると、
交通手段のない方の外出支援に繫がったと評価でき
る。

24
まだまだこれ身体！フ
レイル予防等啓発事業

1,295 1,294

自粛により、閉じこもりがちになっている高齢者等に向
けて、運動不足による体力の低下や健康状態の悪化を防
止するため、フレイル予防の啓発を軸に、自宅で簡単に
できる体操などの動画を作成。動画をＣＡＴＶで発信、
ＤＶＤを作成し、地域の通いの場などでの活用により、
高齢者の健康維持を図る。
制作費係る費用
報償、需用費、役務費、委託料

ＣＡＴＶやＹｏｕＴｕｂｅでの発信、地域の通いの場
８７ヶ所にＤＶＤを配布。通いの場での活用により、
高齢者の健康維持に役立てられた。また、フレイル予
防大切さの意識付けに繫がった。
また、事業終了後もＤＶＤによる啓発を通いの場で実
施。
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

【福祉課】 ２事業

25
障害者福祉事業所等感
染症拡大防止対策事業
支援金

930 930
新型コロナウイルス感染症の対策のため、障害者福祉施
設等においてその対策にかかる経費の一部を支援するこ
とで、感染拡大を防止し、事業者の負担軽減を図る。

障害者福祉事業所31事業所に対して、30,000円の消毒
薬等衛生用品の購入経費の一部支援を実施し、事業者
の新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る費用の負
担軽減になりました。

26
福祉避難所感染防止対
策事業

8,987 8,986

福祉避難所（福祉避難スペース含む）での感染防止（間
仕切り）及び避難所で床との距離を確保するための避難
環境整備（段ボールベッド、簡易ベッド）を目的とした
備品購入。

福祉避難所用クイックパーテーション（間仕切り）
福祉避難所用段ボールベッド（簡易ベッド）
福祉スペースのテント利用者用コット（簡易ベッド）

福祉避難所及び福祉避難スペース用の備品を購入し、
災害発災時における避難所の新型コロナウイルス感染
症対策が図られました。
・感染防止間仕切り：1回目入札110個、2回目入札41
個、3回目随契12個購入。
・環境整備用段ボールベッド：1回目入札281個購入。
・環境整備用簡易ベッド：1回目入札245個、2回目入札
82個購入。
・1回目購入金額：6,837,545円
・2回目購入金額：1,885,180円
・3回目購入金額：264,000円
合計 8,986,725円
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

【産業促進課】 １６事業

27
コロナに負けるな！地
域消費喚起プレミアム
商品券

141,453 141,000

市内企業支援のため、臼杵商工会議所・野津町商工会が
発行するプレミアム商品券に対し補助金を交付。
【地域消費喚起プレミアム商品券】
発行総額　5億円（プレミアム分1億円）
臼杵地域　4憶5,000万円（プレミアム分9,000万円）
野津地域　5,000万円（プレミアム分1,000万円）
【飲食プレミアム商品券】
発行総額　1億3,000万円（プレミアム分3,000万円）
臼杵地域　1憶1,700万円（プレミアム分2,700万円）
野津地域　1,300万円（プレミアム分300万円）

消費者がプレミアム商品券を利用して市内の店舗で積
極的に飲食や買物をすることで地域消費が高まり、コ
ロナ禍による影響を受けていた事業者からは資金繰り
が楽になったとの声をいただいている。

28
新型コロナウイルス感
染症緊急対策特別資金
利子補給事業

23,642 10,400
運転資金として1,000万円以下の新型コロナウイルス感
染症緊急対策特別資金による融資を受けた市内企業に対
し、利子補給金を交付（最長3年間）。

令和2年度は90件の事業者に利子補給金を交付した。事
業者からは、返済の負担が軽くなり融資を受けやすく
なったとの声をいただいている。

29
臼杵市飲食店等支援補
助金（テイクアウト支
援事業）

3,460 3,460

新型コロナウイルス感染症の影響により業況が悪化して
いる市内の飲食店等を支援するため、テイクアウトに関
する補助金を交付。
【補助対象経費】
令和2年3月～6月までに使用した以下の経費
①テイクアウトに要する容器等の資材購入費
②顧客確保のためのＰＲ経費
【補助率・補助金額】
10/10以内（上限60,000円、100円未満切捨て）

テイクアウトを行う飲食店事業者70件に補助金を交付
したことで飲食のテイクアウト販売が促進され、コロ
ナ禍における飲食店の事業継続につながった。
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

30
臼杵市小規模事業者等
賃料支援補助金

27,375 27,374

新型コロナウイルス感染症の影響により令和２年３月か
ら５月までの売上高が前年同期と比較して ２０％以上
減少している月がある市内事業者に対し、賃借料を補助
対象とした補助金を交付。
【補助対象経費】
賃貸借契約に基づく賃料3ヵ月分
（地代のみの賃貸借契約も含む）
（店舗併用住宅の場合は、店舗部分に限る）
【補助率】
8/10以内（100円未満切捨て）（上限月6万円×3ヵ月）

売上げが減少している対象事業者199件に補助金を交付
したことで、コロナ禍における事業継続につながっ
た。

31
臼杵市飲食店等支援補
助金（経営継続支援）

5,228 5,226

新型コロナウイルス感染症の影響により令和２年３月か
ら５月までの売上高が前年同期と比較して ２０％以上
減少している月がある自己所有物件の市内飲食店等に対
し、光熱水費を補助対象とした補助金を交付。
【補助対象経費】
令和2年3月～5月の3ヵ月分の光熱水費（電気、ガス、水
道等）
（店舗併用住宅の場合は、支払った額の2／3）
【補助率・補助金額】
10/10以内（上限90,000円、100円未満切捨て）

売上げが減少している対象事業者62件に補助金を交付
したことで、コロナ禍における飲食店等の事業継続に
つながった。

32
地域応援チケット支援
事業補助金

120 120

新型コロナ感染拡大に伴う市内経済への影響を考慮し、
事前にお客様に購入してもらう前売券「コロナに負ける
な！うすき応援チケット」を、希望する店舗へ印刷・配
付する事業に対し、補助金を交付。

市内事業者33店舗が本チケットを活用し、お客様に前
売で販売している。活用した事業者からは、現金が手
元に入ったことで資金繰りが楽になったとの声をいた
だいている。
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

33
うすき海のほんまもん
漁業推進協議会補助金

1,446 1,446

魚価安定のため、新たな地魚メニュー開発、フェアの開
催。
◆うすきほんまもんフェア
　内容：臼杵ん地魚認定店に臼杵ん地魚とほんまもん農
産物を使用した新ニューを開発してもらい、御膳や定食
等の提供。
◆臼杵ん地魚を食べて当てよう！プレゼントキャンペー
ン
　内容：臼杵産魚介類取扱スーパーにて「うすき産シー
ル」を集めてもらい、抽選で地魚の詰め合わせ等賞品を
プレゼント。

売り上げの向上につながったと事業者から感想をいた
だき、消費者からもお礼とともに事業の継続の声をい
ただいている。
◆うすきほんまもんフェア  参加店舗：18店舗　来店
者数：約600名
◆臼杵ん地魚を食べて当てよう！プレゼントキャン
ペーン  参加店舗：13店舗　応募総数：157通

34
「うすきの地もの」魅
力発信及び新規市場開
拓支援事業

921 920

「うすきの地もの」を市内外へＰＲするための動画作
成、及び福岡市で開催された商談会の会場借上料の助
成。

動画作成は、生産者や販売者の意見を活かし作成。映
像化により「うすきの地もの」の魅力を効果的に伝え
ることが可能になり、物産店等での販売促進につな
がっている。
商談会に参加した４事業者から、２社以上の取引先と
前向きな話が進めているとの報告があった。

35
飲食店等テイクアウト
情報発信支援補助金事
業

3,000 3,000

テイクアウト可能な市内飲食店一覧表『うすきん胃袋
帳』冊子を作成し、市内飲食店が行うテイクアウトメ
ニューの紹介など、飲食店等の情報発信を行う事業に対
し、補助金を交付。

テイクアウト可能な市内飲食店65店舗が網羅された32
Ｐの冊子「うすきん胃袋帳保存版」が作成され、全戸
配布されるとともに、HPでも閲覧可能となった。掲載
された飲食店からは、発行前と比較して売上が増えた
との声をいただいている。

36
サテライトオフィス開
設支援事業

66 66

新型コロナウイルス感染症対策として企業等が取り組む
多様な働き方を促進し、本市における産業の振興及び雇
用機会の拡大を図るため、サテライトオフィスの開設に
伴う施設改修費等について補助金を交付。
また、チラシを作成し、本制度の周知を図る。

チラシを作成し、ＨＰへ掲載するとともに市外関係機
関へ送付したことで本制度の周知を図ることができ
た。
補助金について本年度の申請は０件であったが、制度
内容についての問合せをいただいているため、次年度
への期待がもたれる。
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

37
臼杵市小規模事業者等
再起応援金

14,963 14,900

新型コロナウイルス感染症の影響により令和2年6月～12
月の間の売上が、単月で前年同月比50％以上減少してい
る、又は連続する3ヶ月の売上が前年同期比30％以上減
少している事業者に対し、自己所有事業所の光熱水費に
関する補助金を交付。
【補助対象経費】
自己所有事業所における、令和2年6月～12月のうち6ヶ
月分の光熱水費
【補助率】10/10（100円未満は切捨て）
（住居兼事業所の場合は2／3）
【上限】１事業所につき１８万円

売上げが減少している対象事業者95件に補助金を交付
したことで、コロナ禍における事業継続につながっ
た。

38
臼杵市観光関連事業者
感染症予防対策推進事
業

3,631 3,172

新型コロナウイルス感染症の収束を見据え、交流人口の
拡大による地域経済の回復及び活性化を図るため、観光
関連事業者が実施する感染予防対策に係る経費に対し、
補助金を交付。また、飲食店にはうすき版感染防止対策
マニュアルに沿って感染予防対策を行うとともに安全安
心な”ほっと”できる店舗として登録してもらい、市内
外から訪れる方の安心安全な飲食店利用促進を図る。
【通年感染予防対策】
令和2年3月1日以降に導入した、通年活用する感染予防
対策に係る経費
補助率：1/2 上限：1事業所につき50,000円
（バス・タクシー事業者は1事業者につき100,000円）
【冬季感染予防対策】
令和2年11月1日以降に導入した、冬季における空気感染
予防対策に係る経費
補助率：1/2 上限：1事業所につき50,000円
【啓発用チラシ、ステッカー】
啓発用チラシ71,500円、ステッカー121,000円

93件の事業者に対し補助金を交付したことで、市内対
象店舗における感染予防対策が図られた。また、感染
防止対策チェックリストを作成して市内全飲食店に配
布、店舗の衛生管理、客及び従業員の安全管理等、全
23項目をクリアした店舗34件を「ほっと飲食店」とし
て登録、店の入り口でステッカーを掲示して来客の安
心安全な利用を促した。
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

39
小売・サービス業等感
染予防対策推進事業

1,234 1,234

市民や観光客など不特定多数の方へ商品・サービス等を
直接提供する事業所が実施する感染予防対策に係る経費
に対し、補助金を交付。
【通年感染予防対策】
令和2年3月1日以降に導入した、通年活用する感染予防
対策に係る経費
補助率：1/2
上限：1事業所につき30,000円
【冬季感染予防対策】
令和2年11月1日以降に導入した、冬季における空気感染
予防対策に係る経費
補助率：1/2
上限：1事業所につき30,000円

45件の事業者に対し補助金を交付したことで、市内対
象店舗における感染予防対策が図られた。

40
臼杵市漁業者事業継続
支援事業

3,888 3,868

国の持続化給付金の申請額が支給額（個人1,000千円、
法人2,000千円）を超えている漁業者を支援するため燃
油補助をするもの。
内容：軽油900Ｌもしくはガソリン500Ｌ

売上げが減少している対象漁業者53件に燃油補助を
行ったことで、コロナ禍における事業継続につながっ
た。

41
追加発行　地域消費喚
起プレミアム付商品券
事業

57,462 57,000

市内企業支援のため、臼杵商工会議所・野津町商工会が
発行する第２弾プレミアム商品券に対し補助金を交付。
発行総額　2憶5,000万円（プレミアム分5,000万円）
臼杵地域　2憶2,500万円（プレミアム分4,500万円）
野津地域　2,500万円（プレミアム分500万円）

消費者がプレミアム商品券を利用して市内の店舗で積
極的に買物をすることで地域消費が高まり、コロナ禍
による影響を受けていた事業者からは資金繰りが楽に
なったとの声をいただいている。

42
臼杵市経営継続支援事
業補助金

34,790 34,790

新型コロナウイルス感染症の影響により令和2年12月～
令和3年2月の間のいずれか1ヶ月の売上げが、前年同月
比で30％以上減少している事業者に対し、補助金を交
付。補助額は申請者が経営している事業所の区分と件数
により決定。
・賃借事業所・・・１件につき１３万円
・自己所有事業所・・・１件につき８万円

売上げが減少している対象事業者327件に補助金を交付
したことで、コロナ禍における事業継続につながっ
た。
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

【おもてなし観光課】 ６事業

43
臼杵市タクシー宅配支
援委託事業

243 224

市内飲食店を支援するため、タクシーを利用してテイク
アウト商品を飲食店から宅配するもので、初乗り運賃
500円分を助成することで、合わせてタクシーの利用促
進を図る。

タクシー利用者178件、個人だけでなく企業でまとめて
注文するケースもあり、テイクアウトの促進及びタク
シーの利用拡大につながった。

44
Visit!食文化のまち臼
杵観光資源ＰＲ事業

26,500 26,500
コロナ終息宣言後に本市に来てもらうため、食文化を中
心とする本市の魅力を市内外へ発信する。

「ふぐ割キャンペーン」や「うすき美食道」等のPR動
画を制作、県内及び福岡県でのCM発信及び新聞掲載に
より、ふぐ料理を中心とする本市の食文化が観光資源
として認識され、宿泊施設や観光施設への誘客、飲食
や土産の消費拡大につながった。

45
「BUYローカル！
CHEER！うすき」事業

667 664
テイクアウト商品や市内飲食店についての情報をＳＮＳ
やパンフレット等を利用して紹介し、飲食店支援、消費
拡大を図る。

「＃ちあうすきめし」としてＳＮＳ発信する（フォ
ロー500件以上）とともに、「うすきん胃袋帳」をタイ
トルとしたチラシ及びパンフレットを市内全戸に配布
（約17,000戸）、また交通量の多い所での屋外広告を
使ってテイクアウトを促した。

46
Visit!食文化のまち臼
杵観光振興事業

62,950 60,410

観光交流人口の取戻しと観光振興回復を図るため、宿泊
業や土産屋、割烹等飲食店等への支援を行うもの。本市
の観光資源であるふぐ料理の代金を上限5,000円として
助成するとともに、本市宿泊者に2,000円分の本市お買
物券、観光4施設共通券の購入者に1,000円分の本市お買
物券とソフトクリーム無料券を提供、観光タクシー利用
者に観光施設料金及び昼食代として2,000円分の助成を
行う。

「ふぐ割」を10,696人が利用し、市内外の多くの方に
本市の食文化の認知と消費拡大と合わせて飲食店の支
援にもなった。「お得泊」「お得観光」で12,430円分
のお買物券を提供することができ、市内周遊と飲食、
土産店等での消費拡大につながった。「観光タク
シー」では199件の利用があり、観光と飲食の消費拡大
となった。

47
市内周遊型観光イベン
ト実施補助事業

13,000 13,000

県内近隣からの誘客をターゲットに、街なかの周遊促進
及び飲食・土産購入等の市内消費喚起を図り、新しい生
活スタイルに沿った観光イベント「うすきｄｅ宝探し」
を開催する。

一定の期間を設けてリスク回避を図り、安心・安全に
開催できた。県内・市内から9,553人（約98％）が訪
れ、マイクロツーリズムの推進となった。幅広い年齢
層が街なかを周遊し、観光施設等スポットが多くの人
に認知されるとともに、参加賞として本市で使用でき
るお買物券を差し上げたことから、市内の飲食、土産
店等での消費拡大にもなった。

- 15 -



令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

48

九州と四国の玄関、臼
杵市と八幡浜市連携事
業 ～新しい観光スタ
イルの魅力再発見モニ
ターツアー～

272 272

コロナ収束後の新しい観光の在り方を探るため、近年相
互交流を進めている八幡浜市の市民を対象に、1人当た
り料金12,000円、4名一組としてモニターツアーを行
う。

「スタンダード臼杵観光開発」「自転車で御朱印めぐ
り」「味噌・醤油・酒蔵めぐり」「仏教＆キリシタン
祈りの回廊」「真冬の精神修行体験」の5コースを造
成。応募期間中にGoToトラベルの全国一斉停止とな
り、13組のキャンセルが出た中、「スタンダード…」
と「真冬の…」の2コースを実施することができ、参加
者から「食の満足度は高いが交通は改善が必要」「非
日常で貴重な体験を得た」などの声からも、アフター
コロナの観光のあり方や本市の観光素材の新たな見せ
方の発見となった。
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

【農林振興課】 １事業

49
県内木材産業維持緊急
対策事業

2,080 2,080

　新型コロナウィルス感染拡大の影響で木材価格が暴落
し、林業経営に大きな影響を及ぼしていることから、市
内の森林整備において林業従事者が安心して森林整備が
できるよう、公共造林事業の上乗せ助成を行った。

「県内木材産業維持緊急対策事業」として公共造林事
業の上乗せ助成を行ったことにより、事業体が適正な
森林施業を行うことができた。

【消防本部】 ２事業

50 救急体制感染予防事業 7,486 7,485
救急隊員の感染予防、感染拡大防止を目的に必要な資器
材を備える。

救急隊員へ適切な感染防止資器材が整備され救急隊員
の感染防止ができた。また、陽性者搬送後も救急車内
のアルコール消毒により感染拡大防止ができた。

51 消防団員感染予防事業 1,030 1,029
地域に密着した消防団員に対し、活動時の感染予防、感
染防止を目的に各分団機械庫に配備する。

マスクとアルコール消毒液の整備により、消防団員の
感染防止対策ができた。
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

【教育総務課】 ３事業

52
感染拡大防止小中学校
スクールバス増便運行
助成事業

5,709 5,306

学校の完全再開に伴い、原則として、スクールバス内の
乗車数を定員の２/３に設定した。バスを増便するとと
もに、タクシー利用も併用して、スクールバス利用時の
密集軽減を行った。

スクールバス内の密集を軽減したことで、感染症対策
が実施できた。また、児童が安心して通学できる環境
を整えることができた。

53
屋内運動場換気・採風
促進設備整備事業

3,520 3,520
小中学校の屋内運動場の換気（採風）を促進するため、
網戸を整備して、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
リスクの軽減を図るもの。

屋内運動場の換気（採風）が促進でき、授業及び部活
動時において、また、社会体育及び災害時の避難所と
なった場合にも感染拡大リスクの軽減が図れる。併せ
て、夏季における施設内の温度上昇を抑制するととも
に、害虫の進入を防ぐことにより衛生面の向上を図る
もの。

54
学校保健特別対策事業
費補助金

18,048 8,955
小中学校及び幼稚園において、教室内の換気を促進する
ための機器及び衛生用品を購入するもの。

小中学校及び幼稚園において、換気促進のための機器
及び衛生用品を購入したことで、児童生徒の衛生的な
就学環境の保持ができた。
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

【学校教育課】 ４事業

55
ＧＩＧＡスクール構想
支援事業

165,986 35,900
新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、１人１台端末
の早期実現を図るために公立学校の全児童生徒に学習用
タブレット端末を整備するもの。

公立学校の児童生徒２，５７７名（令和２年５月１日
現在）に対して、２，５７７台の学習用タブレット端
末（iPad）を整備し、新年度より利用できる環境を整
えた。

56
修学旅行等の中止又は
延期に伴うキャンセル
料補助事業

1,003 1,002

中学校の修学旅行を、新型コロナウイルス感染症の感染
状況や移動時の配慮等、活動内容の見直しなどを含め、
変更したが、当初の予定を変更したために発生するキャ
ンセル料について、保護者の負担軽減を図るため。

全中学校2年生生徒、297名分のキャンセル料を支払っ
たことにより、年度内に全ての学校が修学旅行を実施
することができた。

57
公立学校教員情報機器
整備事業

8,124 8,123
ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて、児童生徒用の端
末整備とあわせて教員専用の端末の整備も必要不可欠で
あるため、端末を整備するもの。

公立学校の教員に対して、１３８台の学習用タブレッ
ト端末（iPad）を整備し、新年度より利用できる環境
を整えた。

58
スクールサポートス
タッフ活用事業

5,945 1,978

学校再開にあたって3密を避けるための環境づくり等、
新型コロナウィルス感染症対策の強化を図ることで教師
等の業務をサポートし、教師が子どもの学びに注力す
る。

主に学校内の消毒作業を行うことができ、1,908時間分
の教員業務負担軽減に繋がった。
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令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 (単位：千円)

番号 事　　　業　　　名 執行額 うち交付金 内　　　容　　　説　　　明 施　　策　　の　　成　　果

【社会教育課】 １事業

59
市立図書館感染症予防
対策事業

1,145 1,012
新型コロナウイルス感染防止対策として、図書消毒機に
て返却本等の消毒を実施し、安心して利用できるように
するため

返却されてきた本の消毒を実施することで利用者が安
心して本を手に取ることができる

【学校給食課】 ４事業

60
学校給食事業者応援事
業

3,029 3,000

学校の臨時休業により影響を被る牛乳業者や給食調理業
者であるパン・米飯加工業者に支援を行い、給食再開時
には安定的な事業を継続させるための補助金として令和
2年4月、5月分を支給する。

令和2年3月～5月24日間が臨時休校となり、学校再開に
ともなう学校給食の再開にも、通常とおりの納品が開
始され学校給食の提供ができています。

61
臼杵学校給食センター
感染拡大防止対策事業

803 164
調理場内での新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
のため自動手指消毒器を設置。また、夏季期間の調理員
用クールベスト購入。

学校給食食材の検収時に使用、自動手指消毒器のセン
サーが反応し、直接触れることなく水、洗剤、消毒液
が作動、感染拡大防止になっている。また、クールベ
ストの着用により夏季期間でも快適に業務が出来まし
た。

62 学校給食支援事業 7,330 7,330
学校の夏休み期間短縮により、例年は給食のない8月に
実施する学校給食の食材にかかる経費を支援すること
で、世帯の負担軽減を図る。

新型コロナウイルス感染症により令和2年3月～5月24日
間が臨時休校になった事で子育て世帯には金銭的にも
大きな負担となり８月分の給食費支援は経済的にも軽
減が図れました。

63
学校臨時休業対策費補
助金

1,682 420

学校の臨時休業により影響を被る牛乳業者や給食調理業
者であるパン・米飯加工業者に支援を行い、給食再開時
には安定的な事業を継続させるための補助金として令和
2年3月分を支給する。

令和2年3月～5月24日間が臨時休校となり、学校再開に
ともなう学校給食の再開にも、通常とおりの納品が開
始され学校給食の提供ができています。
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